
講
集
團
の
祉
會
的
性
格

池

田

義

祐

剛

　
　
　
わ
が
國
に
お
い
て
都
市
と
い
わ
ず
村
落
と
い
わ
ず
、
講
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
集
囲
（
○
○
講
）
や
之
に
類
す
る
名
稔
を
附
き
れ
て
い

　
　
る
集
關
（
例
え
ば
○
○
講
肚
）
は
、
現
在
よ
り
少
し
く
過
去
に
遡
れ
ば
、
全
關
各
地
に
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、
多
少
と
も
活
濃
な
各
種
の

　
　
肚
會
的
機
能
を
渠
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
次
の
太
李
洋
職
孚
を
境
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
講
毛
管
は
著
し
く
そ
の
撒
を
減
じ
、
又
そ
の

　
　
機
能
も
頓
に
嚢
退
の
一
路
を
辿
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
載
後
十
年
を
維
過
し
た
今
日
、
復
活
し
た
も
の
、
又
新
た
に
生
起
し
た

　
　
も
の
も
少
く
な
い
。
今
こ
れ
ら
の
講
集
囲
が
わ
が
脳
に
嘗
っ
て
知
何
程
数
多
く
存
在
し
て
い
た
か
、
叉
現
に
存
在
し
て
い
る
か
を
、
二
、

　
　
三
の
資
料
か
ら
概
観
し
て
み
よ
う
。
そ
の
一
と
し
て
例
え
ば
農
林
省
経
濟
更
生
部
が
全
二
心
に
行
っ
た
頼
母
子
講
の
調
査
が
あ
る
。
こ
の

　
　
調
査
に
よ
れ
ば
一
九
三
四
年
當
時
に
お
け
る
全
会
の
頼
母
子
講
の
総
激
は
、
凡
そ
三
十
萬
と
云
う
多
趣
に
上
っ
て
い
る
。
邸
ち
金
岡
卒
均

　
　
し
て
一
行
政
市
町
村
に
二
十
六
の
頼
母
子
講
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
頼
母
子
講
の
加
入
者
数
は
約
四
百
萬
入
で
あ

　
　
り
、
そ
の
講
堂
の
総
額
は
三
十
二
億
七
千
萬
圓
に
達
し
て
い
る
（
現
在
の
約
一
千
億
麟
で
あ
る
）
。
而
し
て
髭
の
調
査
の
翌
年
昭
和
拾
年

　
　
八
月
末
現
在
に
お
け
る
全
闘
農
家
負
債
の
一
七
％
一
七
億
鳳
は
、
こ
れ
ら
の
頼
母
子
講
よ
り
借
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
註
　
農
林
省
農
務
渦
編
【
，
雰
邦
農
業
要
煙
」
昭
和
十
五
年
版
、
　
｝
〇
六
頁
一
一
〇
七
葺
、
　
一
一
四
頁
…
一
一
六
頁
。
因
み
に
こ
の
調
斑
は
昭
和
允
年
二
月

　
　
　
　
末
現
左
を
以
っ
て
五
時
の
葉
軸
市
町
村
の
壼
部
二
一
、
五
九
二
）
に
饗
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
調
査
に
癒
じ
て
費
際
に
報
告
し
た
市
町
村

　
　
　
　
は
黙
学
者
の
八
一
二
％
　
（
九
、
　
山
回
七
七
）
　
で
“
の
一
⇔
。
　
從
っ
て
加
麟
母
子
講
の
製
酪
は
前
爾
今
｝
二
十
・
萬
よ
ム
リ
」
6
、
　
も
つ
し
」
ト
　
廻
っ
て
い
圃
分
の
が
笠
情
で
議
の
ワ
リ
・
り
。
　
こ
れ

99

D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

4　
　
　
　
　
欝
集
顧
の
馳
魯
的
牲
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軒
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哲
學
研
究
　
　
第
圏
蕎
五
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
が
推
定
総
々
三
下
五
萬
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
報
告
き
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
一
講
當
り
の
李
均
四
馬
を
み
る
と
、
二
十
七
口
で
あ
り
、
季
均
伽
入
者

　
　
数
は
十
三
人
強
と
な
っ
て
い
て
比
較
的
小
さ
な
集
落
（
。
・
ヨ
鑑
3
q
増
。
葛
）
一
．
㌔
あ
る
。
一
般
に
東
斑
本
よ
り
西
口
本
に
多
い
が
、
最
も
少
い
關
東
地
方
を
除

　
　
い
て
は
、
全
網
餐
地
方
に
普
く
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
鈴
木
榮
大
郎
氏
は
国
記
三
十
萬
の
頼
愚
子
講
が
、
市
部
に
一
萬
三
千
、
郡
部
に
二

　
　
十
八
萬
六
千
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
母
子
三
軒
が
畳
三
時
佳
辰
付
に
多
く
構
い
在
し
て
い
た
こ
と
を
注
昌
し
て
い
る
（
農
村
耽
會
學
前
轍
、
三
三
〇
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
現
在
、
我
々
の
知
る
範
騒
で
は
、
右
の
農
林
省
調
査
の
如
く
に
廣
汎
な
頼
母
子
講
に
つ
い
て
の
全
國
的
な
報
告
に
接
し
得
ら

れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
頼
母
子
講
或
は
無
燈
講
が
今
日
も
猫
存
在
し
、
活
躍
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
局
地
的
な
實
例
を
あ

げ
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
最
近
の
新
聞
紙
上
に
現
わ
れ
た
記
事
に
依
れ
ば
、
大
阪
府
富
田
林
市
に
お
い
て
は
、
昭
頼
二

十
九
年
九
月
か
ら
三
十
一
年
五
月
に
か
け
て
十
八
組
の
頼
母
子
講
が
結
成
さ
れ
て
居
り
、
加
入
者
は
八
十
一
人
、
加
入
口
数
は
千
二
百
口

と
な
っ
て
い
る
（
大
阪
朝
伺
、
昭
三
二
・
六
・
八
夕
刊
）
。
又
井
森
陸
李
氏
は
昭
和
二
十
九
年
六
月
現
在
の
調
査
で
、
石
川
夢
占
で
頼
母
子
講
が

現
存
す
る
部
落
二
十
八
を
あ
げ
て
い
る
（
“
北
陸
地
方
に
お
け
る
講
の
現
況
〃
關
艶
紅
會
箪
會
第
六
圏
大
々
．
研
兜
報
告
）
。
頼
母
子
講
に
総
て
は
こ

の
外
に
も
若
干
の
記
事
報
告
等
が
あ
る
が
省
略
す
る
。

　
次
に
庚
串
講
に
就
い
て
隔
れ
ば
信
濃
教
育
會
東
垂
領
會
が
柳
田
麟
男
氏
の
指
導
を
受
け
て
、
昭
和
十
四
年
に
長
野
縣
東
筑
摩
郡
で
行
っ

た
か
な
り
詳
細
な
調
査
が
あ
る
。
そ
の
僚
艇
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
筑
摩
郡
の
葱
村
は
総
べ
て
八
七
八
ヶ
村
で
あ
る
が
、
そ
の
中
約

六
舗
の
五
三
六
の
村
々
に
就
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
夏
時
現
存
し
て
い
た
庚
申
講
の
数
は
九
九
七
で
あ
っ
た
。
郎
ち
一
酋
村
（
部
落
）

に
李
均
凡
そ
二
つ
の
庚
申
講
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
又
實
際
に
ど
の
村
に
も
一
～
三
の
感
動
講
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
廠
燃
準
堀
講
農
村
信
仰
誌
－
庚
申
念
創
始
、
昭
和
＋
八
年
、
八
六
頁
－
九
一
頁
）
。
な
お
こ
れ
ら
の
庚
申
講
の
成
員
の
数
は
、
概
ね
十
戸

～
十
五
戸
が
一
般
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
居
り
（
右
罰
書
・
九
　
頁
）
、
こ
れ
又
比
較
的
小
さ
な
集
關
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
記
井
森
氏
が
調
査

さ
れ
た
石
川
縣
を
主
と
し
、
富
山
∵
輻
井
の
ご
縣
を
含
む
北
陸
地
方
の
講
に
關
す
る
現
況
報
告
で
は
、
一
〇
四
四
部
落
の
中
で
、
そ
の
九

八
・
八
％
に
あ
た
る
一
〇
三
二
部
落
に
、
何
ら
か
の
名
目
の
講
集
闘
が
部
落
毎
に
一
つ
、
或
は
そ
れ
以
上
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
繭
揚

研
究
報
告
に
採
る
。
な
あ
4
0
富
山
縣
に
就
て
は
石
瀬
秀
治
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
「
富
山
縣
に
お
け
る
講
祉
の
實
態
調
査
」
〈
富
山
大
學
詑
要
録
號
〉
）
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そ
の
他
端
國
に
現
存
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
講
集
國
の
種
類
は
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
詳
細
に
就
い
て
は
竹
内
利
美
氏
が
日
本
勉

會
粛
正
群
典
の
第
一
巻
（
三
五
六
頁
…
三
六
一
頁
・
昭
和
こ
＋
七
年
）
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
か
ら
、
　
こ
こ
で
は
繁
を
避
け
る
た
め
に
省
略
し

て
、
只
そ
の
中
の
一
つ
丈
、
即
ち
竹
内
氏
が
有
力
な
る
紳
歓
に
封
ず
る
代
表
的
な
講
集
團
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
の
み
を
列
畢
し
て

も
、
伊
勢
講
を
は
じ
め
湯
殿
山
講
・
金
華
山
講
・
鳥
海
講
（
東
北
）
、
榛
名
講
・
三
峯
講
・
大
山
講
（
關
東
）
、
飯
豊
講
・
戸
慧
講
・
諏
訪

講
・
御
嶽
講
・
秋
葉
講
・
富
士
講
・
津
島
講
（
中
部
）
、
愛
宕
講
・
任
畜
講
・
伏
見
稻
荷
講
・
金
毘
羅
講
・
山
上
講
（
醐
西
V
、
彦
山
講
・

太
宰
府
講
・
霧
島
講
（
九
州
）
等
二
十
二
種
類
に
も
達
し
て
い
る
盛
況
で
あ
る
。
　
一
方
又
寺
院
の
側
に
あ
っ
て
も
、
全
幅
十
数
萬
人
の
講

員
を
擁
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る
高
野
山
講
や
、
本
願
寺
の
相
績
叢
叢
を
は
じ
め
多
数
の
か
な
り
大
規
模
な
講
集
團
が
存
在
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
あ
げ
た
若
干
の
諸
事
實
か
ら
推
察
し
て
も
、
現
在
な
お
我
が
國
に
お
け
る
各
種
講
論
醐
の
現
存
籔
は
決
し
て
少
く
な
く
、
こ
れ
を

た
だ
母
君
に
衰
退
の
一
路
を
辿
っ
て
い
る
と
云
う
風
に
平
定
す
る
に
は
、
今
少
し
く
全
國
的
な
気
態
調
査
を
必
要
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
略
、
、
全
署
的
に
廣
く
存
在
し
、
殊
に
村
落
に
お
い
て
多
く
意
う
け
ら
れ
る
講
集
囲
に
就
い
て
、
從
言
な
さ
れ
た

研
究
の
成
果
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
多
く
の
も
の
は
法
制
史
・
甦
會
経
濟
史
・
佛
教
史
等
の
史
學
や
民
俗
學
も
し
く
は
農
業
経
濟
學
か
ら

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
鮭
會
學
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
い
。
特
に
頼
母
子
講
・
無
蓋
講
等
の
所
謂
震
害
的
機
能
言
替
と
し

て
の
講
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
の
状
態
で
あ
り
、
未
開
拓
の
分
野
ζ
讐
っ
て
よ
く
、
専
ら
今
後
の
調
査
研
究
に
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
我
々
と
し
て
も
現
在
、
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
頼
る
べ
き
勧
會
學
の
文
獄
を
わ
ず
か
し
か
持
た
ず
、
從
っ
て
以
下
の
小
論
は
講
集

團
の
単
発
學
的
研
究
へ
の
一
種
の
ひ
Q
Φ
⇔
①
舜
一
〇
甑
①
導
讐
δ
⇒
の
域
を
出
で
て
い
な
い
。
い
わ
ば
今
後
の
研
究
へ
の
黙
る
作
業
假
設
を
迫
求

す
る
一
試
論
で
あ
る
こ
と
を
豫
じ
め
噺
っ
て
お
く
。

：二

我
々
は
以
下
砒
禽
集
團
と
し
て
の
講
に
就
い
て
、
そ
の
祉
會
的
性
格
を
弱
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
一
の
手
掛

　
　
講
集
脳
の
敢
會
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
墨
研
究
第
匹
百
五
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

り
と
し
て
先
づ
勉
塗
上
的
観
入
か
ら
講
集
醐
の
分
類
を
考
え
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
シ
ュ
プ
ロ
ッ
ト
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

い
か
な
る
現
蟹
の
耐
會
集
團
と
雛
も
、
こ
れ
を
視
る
一
つ
の
方
法
で
、
或
い
は
只
一
組
の
ω
0
9
0
ざ
讐
。
嚢
。
一
8
口
8
営
で
分
類
す
る
こ
と
は
不

十
分
で
あ
り
、
重
要
な
特
質
を
こ
と
ご
と
く
明
る
み
に
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
（
藝
藁
・
ω
唱
糞
ω
§
δ
讐
・
ま
目
黙
攣
二
頁
）
。

講
謎
謎
も
亦
盛
り
で
あ
っ
て
、
只
一
つ
の
基
準
か
ら
こ
れ
を
類
型
化
し
て
他
を
考
え
な
い
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
現
實
を
既
成
の
概
念
に

よ
っ
て
一
方
的
に
歪
曲
す
る
可
能
性
を
含
む
も
の
と
し
て
、
科
學
的
立
場
か
ら
は
な
る
べ
く
之
を
さ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
ω
冒
。
欝
前

揚
響
＋
六
頁
）
。
從
っ
て
我
々
が
以
下
述
べ
る
講
集
落
の
瓶
會
學
的
類
型
化
の
方
法
も
、
決
し
て
鮭
會
學
的
分
類
の
唯
一
の
方
法
と
し
て
提

示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
集
團
分
析
の
一
視
鮎
と
し
て
提
嘱
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
講
集
囲
に
封
ず
る
從
來
の
分
類
で
あ
る
が
、
竹
内
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
講
集
團
の
實
態
が
錯
雑
し
て
い
る
の
で
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

分
類
も
困
難
で
あ
り
、
從
っ
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
定
説
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
が
（
臼
本
継
會
民
族
墨
鱒
典
・
第
一
巷
・

三
五
六
頁
）
、
比
較
的
有
力
な
も
の
と
し
て
は
、
先
づ
講
集
闘
の
機
能
に
よ
る
分
類
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は

　
一
、
宗
数
的
機
能
を
果
す
宗
教
的
講
集
醐
、
二
、
就
交
・
娯
樂
的
機
能
を
果
す
魅
交
・
黙
過
的
講
集
顯
、
三
、
経
濟
的
機
能
を
果
す
経

濟
的
講
集
醐
の
三
乃
至
四
類
型
に
猛
獣
團
を
分
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
鈴
木
榮
太
郎
氏
が
講
集
團
の
第
三
の
分
類
型
と
し
て
集
圏

と
し
て
の
講
の
歴
史
的
嚢
生
の
事
情
と
關
連
せ
し
め
て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
農
村
耽
會
攣
原
理
．
≡
二
頁
－
三
二
五
頁
）
、
又
竹
内

氏
も
血
膿
原
理
的
に
は
右
と
岡
様
な
分
類
方
法
に
よ
っ
て
い
る
（
肖
本
肚
會
民
俗
墨
僻
典
．
第
一
雀
．
三
五
六
頁
一
三
六
〇
頁
滲
照
）
。

　
註
　
竹
内
氏
の
分
類
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
特
定
の
批
寺
・
教
圏
に
適
す
る
崇
敬
嚢
・
信
者
の
講

信
仰
集
圏
と
し
て
の
講
　

2
、

｛　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、

ゼ
醐
以
外
墨
恥

氏
子
・
檀
徒
の
講

特
定
の
胤
寺
・
敏
懸
に
所
騰
し
な
い
講

纏
濟
上
の
互
助
を
主
と
す
る
講

砒
交
を
主
と
す
る
講



　
　
　
右
の
二
曹
の
外
、
從
來
の
研
究
の
多
く
は
此
の
よ
う
な
機
能
に
よ
る
分
類
を
一
下
肯
定
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
分
析
を
行
っ
て
い

　
　
る
。
此
の
分
類
方
法
は
一
見
極
め
て
明
確
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
又
事
下
上
簡
便
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
十
分
認
め
ら
れ
る

　
　
が
、
併
し
乍
ら
現
出
の
講
集
闘
は
、
こ
れ
ら
三
乃
至
四
種
の
機
能
が
相
互
に
著
し
く
錯
綜
し
て
居
り
、
純
粋
に
只
一
つ
の
機
能
を
果
し
、

　
　
他
の
機
能
の
途
行
を
俘
わ
ぬ
よ
う
な
講
集
麟
の
存
在
は
、
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
一
般
的
と
は
雷
い
難
い
。
例
え
ば
宗
教
的
講
集
國
の
典
型

　
　
的
な
も
の
の
一
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
檀
徒
の
講
（
前
掲
竹
内
氏
の
信
仰
集
解
と
し
て
の
講
の
第
二
の
型
）
は
、
大
抵
の
場
合
、
彼
等
の
所

　
　
燭
寺
院
や
時
と
し
て
は
所
薦
寺
院
を
通
し
て
所
掌
宗
派
数
團
（
鳳
ハ
艦
的
に
は
各
握
拳
本
山
）
の
維
持
嚢
展
の
た
め
の
経
国
的
機
能
を
、
そ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
重
要
な
顯
在
的
機
能
（
露
節
日
h
Φ
g
Q
け
　
｛
β
昌
O
什
｛
O
挿
）
と
し
て
持
っ
て
い
る
。
廓
ち
檀
那
寿
や
本
葺
の
護
持
（
そ
れ
は
勿
論
華
麗
的
に
護
持
す

　
　
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
）
を
正
面
か
ら
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
講
の
事
實
上
あ
ま
り
に
も
金
銭
本
位
的
な
あ
り

　
　
か
た
が
屡
・
批
難
さ
れ
按
斥
さ
れ
さ
え
し
て
い
る
。
右
の
事
例
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
機
能
に
よ
る
分
類
は
、
現
實
の
講
集
團
の

　
　
腿
分
と
し
て
は
嚴
密
さ
を
歓
き
、
又
こ
の
よ
う
な
分
類
の
基
準
そ
の
も
の
も
必
ず
し
も
胤
會
學
的
観
黙
に
立
つ
も
の
と
は
言
え
な
い
憾
が

　
　
あ
る
。

　
　
　
簾
舞
麟
の
分
類
と
し
て
は
、
こ
の
外
に
鈴
木
榮
太
郎
氏
が
強
調
し
て
い
る
集
團
と
し
て
の
組
織
化
の
程
度
に
よ
っ
て
、
一
、
群
集
的
な

　
　
る
も
の
、
二
、
一
時
的
團
膿
、
三
、
一
定
立
聞
存
績
の
團
膿
、
四
、
永
綾
的
に
し
て
成
員
不
確
賢
な
る
も
の
、
五
、
十
二
的
に
し
て
成
員

　
　
決
定
せ
る
も
の
、
六
、
複
合
的
團
膿
、
の
如
く
に
匪
興
す
る
方
法
が
あ
る
（
H
本
農
村
融
會
撃
原
理
、
三
一
七
頁
よ
「
三
〇
頁
）
。
此
の
分
類
は
な

　
　
る
ほ
ど
集
闘
の
紐
織
化
と
云
う
黙
に
着
目
し
て
い
る
か
ら
、
癒
會
蛮
的
で
は
あ
る
が
、
鈴
木
氏
自
身
も
認
め
て
い
る
如
く
、
理
論
的
に
正

　
　
窪
き
を
敏
い
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
例
え
ば
一
と
二
と
は
組
織
化
の
程
度
よ
り
も
、
む
し
ろ
講
の
歴
史
的
な
嚢
生
。
起
源
の
相
違
に
よ
つ

　
　
て
磁
分
さ
れ
て
居
り
、
四
と
五
と
の
魑
分
も
著
し
く
程
度
的
で
あ
り
、
六
と
そ
の
他
と
は
別
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

　
　
あ
る
。
　
（
各
種
の
講
に
つ
い
て
鈴
木
氏
の
説
明
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
や
む
な
く
省
略
す
る
。
前
掲
書
を
参
照
き
れ

　
　
た
い
）
。

03F
◎
　
　
・

　
　
　
　
　
講
集
劉
の
甦
取
的
牲
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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鞍
雛
研
究
　
節
囲
衛
五
＋
三
號
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
又
同
じ
く
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
講
員
『
の
性
質
（
ヨ
。
導
び
⑦
諺
げ
督
）
　
に
よ
る
分
類
が
あ
る
。
師
ち
一
、
性
別
、
二
、
卑
齢

別
、
三
、
職
業
別
、
四
、
階
級
劉
に
よ
る
千
分
で
あ
る
（
碍
本
農
村
継
會
蝋
原
理
・
三
二
〇
頁
i
三
一
二
頁
）
。
併
し
乍
ら
こ
の
分
類
に
よ
っ
て

は
把
握
出
面
な
い
講
集
配
（
例
え
ば
頼
母
子
講
）
も
少
く
な
く
、
一
般
的
網
羅
的
な
類
型
化
の
基
準
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。

　
更
に
以
上
の
諸
分
類
の
基
準
を
混
合
し
、
併
せ
て
こ
れ
に
地
域
的
基
準
を
加
味
し
た
も
の
と
し
て
は
、
守
随
一
氏
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
講
至
上
は
先
づ
一
般
的
な
講
（
村
組
織
の
講
…
一
部
贈
賄
は
一
組
を
軍
位
と
す
る
講
）
と
特
殊
的
な
講
と
に
大
別
き

れ
、
次
い
で
特
殊
的
な
講
は
代
参
講
（
講
と
し
て
最
も
一
般
的
な
も
の
）
、
特
殊
職
業
者
の
講
、
女
の
講
、
老
人
・
青
年
・
同
齢
者
の
講
、

経
濟
的
な
講
の
五
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
纏
昭
國
男
編
・
出
村
生
活
の
研
究
．
八
二
頁
一
一
〇
〇
買
）
。
守
氏
の
こ
の
分
類
は
確
か
に
現
實
の

講
集
圏
の
議
6
0
り
方
に
邸
し
た
網
羅
的
な
方
法
で
あ
る
が
、
分
類
の
基
準
が
理
論
的
に
一
貫
し
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
。
例
え
ば
特
殊
的
な

講
の
申
、
特
殊
職
業
者
の
講
（
例
え
ば
大
工
職
人
・
山
師
等
の
太
子
講
）
や
女
・
老
人
・
脊
年
の
講
等
は
、
專
ら
或
い
は
主
と
し
て
成
員

の
性
質
（
旨
Φ
ヨ
び
Φ
諾
ぼ
噂
）
　
に
よ
る
分
類
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
　
一
方
経
濟
的
な
講
は
講
集
熈
の
機
能
に
着
目
し
て
居
り
、
叉
代
参
講

は
集
書
の
組
織
・
行
事
に
關
擁
し
て
他
と
薩
分
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
守
氏
が
特
定
の
地
域
就
曾
（
o
o
ヨ
ヨ
償
艮
蔓
－
村
・

部
落
・
組
等
）
と
…
封
慮
合
致
す
る
講
暴
君
を
一
般
的
な
講
と
し
、
然
ら
ざ
る
も
の
を
特
殊
的
な
講
と
し
て
雇
与
し
た
考
え
方
は
、
甦
會
學

的
立
場
か
ら
十
分
に
注
目
き
れ
て
よ
い
。
伺
薬
注
霞
さ
れ
て
よ
い
か
は
次
に
述
べ
る
我
々
の
試
論
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
わ
が
國
に
お
け
る
講
集
團
の
類
型
化
に
つ
い
て
、
從
來
の
代
表
的
な
見
解
の
若
干
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
を
簡
軍
に
考
察
し
た
。
繭

述
せ
る
如
く
か
か
る
類
型
化
の
基
準
は
決
し
て
只
一
つ
に
限
定
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
基
準
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
の
方

が
、
一
の
科
學
－
例
え
ば
勧
會
學
の
場
合
に
か
ぎ
っ
て
も
、
正
し
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
賦
与
集
騰
に
つ
い
て
の
從
來
の
研
究
が
、
む
し

ろ
就
広
瀬
以
外
の
諸
他
の
學
間
分
野
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
事
情
か
ら
も
、
蓋
然
そ
れ
ぞ
れ
の
學
問
に
適
し
た
多
く
の
基
準
が
共
に
存
在
し

う
る
わ
け
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
問
題
は
、
右
の
理
由
或
い
は
そ
の
他
の
理
由
か
ら
多
く
の
基
準
が
存
在
し
又
存
在
し
う
る
と
云
う
こ
と
よ

り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
基
準
が
そ
れ
自
象
と
し
て
理
論
的
に
一
貫
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
從
っ
て
科
學
的
な
分
類
の
基
準
そ
の
も



の
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
こ
と
と
忍
者
學
的
擬
鮎
に
立
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
黙
を
考
慮
し
つ

つ
我
々
は
先
づ
講
集
信
を
、
祇
會
集
鵬
の
基
本
的
類
型
の
一
と
し
て
マ
ッ
キ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
⇔
ω
ω
o
o
猷
瓜
。
質
の
概
念
か
ら

把
捉
し
、
次
い
で
こ
の
よ
う
に
し
て
裏
芸
さ
れ
た
講
堂
鵬
を
、
そ
れ
が
勲
。
。
ω
o
o
鑓
鉱
○
⇔
と
し
て
所
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
o
o
蛭
石
煽
昌
搾
鴇

i
つ
ま
り
簿
ω
ω
O
o
ド
瓜
。
昌
の
形
を
と
っ
て
成
立
・
存
費
し
て
い
る
講
集
醐
の
基
彊
（
一
Φ
ω
¢
σ
ω
鉾
騨
酔
）
を
な
し
て
い
る
o
O
ヨ
ヨ
禽
鉱
¢
と
の

手
心
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
此
の
象
含
特
に
8
巳
ヨ
郎
巳
蔓
の
集
旦
暮
統
一
性
（
ω
o
o
醒
二
巳
¢
9
ω
8
駐
o
o
9
ω
δ
昌
）
と
云
う

敢
會
集
圏
理
論
の
基
本
問
題
を
前
提
と
し
て
講
集
圏
の
分
．
類
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
講
集
会
の
磁
薫
製
性
格
を
一
般
的
。
原
理
的
に
究
明
し

て
み
よ
う
と
思
う
。
併
し
實
際
に
は
わ
ず
か
に
、
我
々
の
考
え
て
い
る
分
類
假
設
の
陣
曽
ヨ
Φ
9
＄
富
お
旨
。
①
を
提
示
し
、
こ
れ
に
若
干

の
設
明
を
與
え
る
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　
註
　
集
團
的
統
一
性
に
就
い
て
は
、
我
々
は
そ
れ
を
一
戸
次
の
如
く
理
解
し
て
お
く
。
集
幽
の
激
序
が
集
園
成
員
の
行
爲
や
、
成
員
間
の
鞠
係
を
何
ら
か

　
　
の
意
味
に
お
い
て
規
整
し
統
制
し
叉
は
痩
女
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
從
っ
て
か
か
る
規
整
や
統
制
に
よ
っ
て
集
囲
の
組
織
・
膿
欄
が
維
持
き
れ
て
い

　
　
る
歌
態
で
あ
る
。
ω
o
o
門
並
o
o
ぽ
。
臨
。
⇒
と
は
鞍
鼻
の
成
員
が
、
盈
膿
と
し
て
の
集
醐
に
能
動
的
に
か
受
勲
的
に
か
自
ら
を
合
わ
せ
て
い
る
側
随
か
ら
掘
え

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
秩
序
に
よ
る
規
整
に
は
、
秩
序
の
鎖
線
（
法
・
捷
・
規
則
・
慣
習
・
先
例
等
々
）
に
慮
じ
て
、
禁
止
と
義
藤
と
を
雨
極
と
し
て
漸
次

　
　
そ
の
程
度
が
繧
和
き
れ
て
い
く
一
興
の
段
階
（
例
え
ば
絶
封
し
て
は
い
け
な
い
？
鴬
然
す
べ
き
で
は
な
い
↑
し
な
い
方
が
望
ま
し
い
…
…
し
た
方
が
望

　
　
ま
し
い
↓
す
る
の
が
當
然
で
あ
る
↓
口
封
す
べ
き
で
あ
る
の
如
し
）
が
あ
る
が
、
こ
の
ス
ケ
ー
ル
自
髄
は
、
も
と
よ
り
時
代
と
地
域
及
び
集
圃
の
種
獄

　
　
と
に
よ
っ
て
相
違
す
る
か
ら
、
一
義
的
に
具
燈
的
な
形
で
決
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
o
o
コ
葺
毎
額
受
の
揚
舎
も
コ
鶏
δ
猶
鉱
o
o
⇔
碁
葺
良
弊
唄
か
ら

　
　
く
巳
鋤
α
Q
o
o
同
コ
色
α
q
強
u
o
駿
o
o
餌
に
募
る
ま
で
、
決
し
て
｛
様
で
は
な
い
。
從
っ
て
集
，
團
的
続
一
性
を
測
定
す
る
具
雌
的
尺
骨
は
、
如
何
な
る
集
劉
を
當
面

　
　
の
研
究
封
象
と
す
る
か
に
よ
っ
て
相
遠
す
る
と
云
え
よ
う
。

三

　
　
　
マ
ッ
キ
イ
バ
ー
に
よ
れ
ば
螢
ω
。
・
o
o
鰐
瓢
◎
昌
と
は
、
特
定
の
包
丁
（
凶
同
曜
件
①
『
Φ
ω
け
）

　
　
．
9
蓉
H
ぐ
重
目
卿
Ω
．
簿
℃
お
P
ω
o
導
線
ざ
碧
H
山
村
。
伍
琴
δ
受
》
壼
¢
。
・
グ
ト
っ
。
匹
．
搭
総
■

05

@
　
　
　
肝
　
　
　
一
　
　
　
　
　
．

5　
　
　
　
　
　
講
集
麟
め
二
月
附
性
格

を
廻
っ
て
明
確
に
組
織
さ
れ
た
集
腿
で
あ
り
（
搾
寓
・

箏
江
－
扇
）
、
講
書
幽
の
顎
態
は
略
、
、
こ
の
定
義
に
樹
磨

二
一



　
　
　
　
　
　
暫
畢
研
究
　
纂
四
百
五
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

06
5
　
し
該
関
し
て
い
る
。
尤
も
講
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
こ
の
定
義
に
よ
っ
て
一
畳
把
握
さ
れ
難
い
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　
　
例
え
ば
前
記
鈴
木
氏
が
群
集
的
な
る
講
と
し
て
あ
げ
て
い
る
報
恩
講
や
、
　
一
時
的
無
組
織
的
な
講
と
し
て
の
鍬
洗
い
講
や
ザ
ル
洗
い
講
等

　
　
は
、
所
謂
明
確
な
組
織
を
持
っ
た
o
o
弓
。
犀
窪
。
昌
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
節
ω
ω
0
9
簿
δ
口
の
二
野
形
態
と
し
て
は
把
え
難
い
も
の
の
よ

　
　
う
で
あ
る
。
但
し
報
恩
講
が
群
集
的
な
る
講
で
あ
り
、
鍬
洗
い
講
が
一
時
的
な
講
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
は
、
蒼
干
の
疑
義
も
あ
る
。
又

　
　
明
確
な
組
織
と
言
う
こ
と
も
結
局
は
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
Φ
駁
冒
＄
の
蔓
と
麟
ロ
賃
實
霧
ぼ
と
の
限
界
に
就
い
て
も
マ
ッ
キ
イ
バ
ー
自
身

　
　
何
ら
科
學
的
な
基
準
を
與
え
て
い
な
い
。
從
っ
て
こ
れ
ら
の
講
を
騨
ω
ω
8
賦
鉱
。
昌
と
し
て
把
握
き
れ
得
な
い
と
断
定
す
る
の
は
危
瞼
で
あ

　
　
り
、
マ
ッ
キ
イ
バ
ー
が
遊
戯
集
國
や
。
口
ρ
信
Φ
を
霧
ω
o
o
壁
賦
曾
の
類
型
と
し
て
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
（
M
げ
昼
弓
』
δ
）
、
一
慮

　
　
こ
れ
ら
の
講
を
器
ω
＾
8
猷
江
。
拶
の
現
蟹
形
態
と
し
て
分
析
す
る
と
云
う
假
定
に
立
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
許
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か

　
　
ろ
う
か
。

　
　
　
註
　
例
え
ば
報
恩
講
は
醍
宗
寺
院
の
最
大
且
つ
最
重
要
な
る
年
中
行
嬢
で
あ
っ
て
、
講
の
始
め
（
初
同
）
か
ら
絡
り
（
満
座
）
ま
で
、
行
事
が
一
定
の
し
き

　
　
　
　
た
り
（
報
恩
講
式
）
に
よ
っ
て
蓮
螢
（
嚴
修
）
き
れ
る
。
儀
式
の
搬
當
表
で
あ
る
僻
侶
團
は
決
し
て
無
組
織
的
で
も
群
集
的
で
も
な
い
。
又
俗
人
の
測

　
　
　
　
で
も
重
立
つ
た
糟
［
徒
（
檀
家
総
代
、
世
話
方
等
）
に
よ
っ
て
構
成
き
れ
、
會
計
そ
の
他
重
要
な
事
務
を
婚
賞
す
る
〃
難
所
”
が
響
成
さ
れ
る
の
が
一
般

　
　
　
　
で
あ
る
。
典
同
飲
食
の
た
め
の
賄
方
も
無
組
織
的
・
群
集
的
で
は
な
い
。
一
般
民
家
の
報
恩
講
の
揚
幕
も
、
そ
の
重
要
な
行
箏
の
一
で
あ
る
共
同
飲
食

　
　
　
　
の
際
の
曾
衆
は
純
紳
な
群
集
で
は
決
し
て
な
い
。
又
農
家
が
農
繁
期
の
所
謂
〃
骨
休
め
”
に
催
す
鍬
洗
い
講
も
、
農
家
が
個
々
に
、
或
い
は
近
隣
が
共

　
　
　
　
同
で
毎
年
定
ま
っ
た
臼
に
か
叉
は
一
定
の
期
聞
内
に
慣
暫
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
尊
の
内
容
も
慣
習
の
枠
内
で
略
㍗
一
定
の
様
式
に

　
　
　
　
遜
っ
て
途
行
き
れ
る
。
從
っ
て
一
時
的
・
無
期
織
的
と
云
う
特
．
質
に
も
、
か
な
り
の
限
定
が
必
要
で
あ
り
、
全
く
任
意
的
な
或
い
は
心
慰
的
な
自
由
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
も
の
で
は
な
く
、
講
の
成
員
も
家
族
や
近
隣
や
。
財
ρ
環
①
等
に
限
ら
れ
て
居
り
、
講
自
盤
も
こ
れ
ら
の
組
織
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
壼
く

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
の
無
組
織
で
あ
る
こ
と
、
或
い
は
所
謂
〃
無
禮
講
8
1
で
あ
る
こ
と
は
個
々
の
例
外
的
ケ
ー
ス
と
し
て
は
あ
っ
て
も
、
　
一
望
的
と
は
云
え
な
い
。

　
　
　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
以
下
の
考
察
は
嚴
密
に
は
、
　
器
ω
o
o
貯
菖
○
雛
と
し
て
把
握
さ
れ
る
講
集
醐
に
鍬
象
が
自
ら
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ

　
　
る
が
、
少
く
と
も
大
多
数
の
講
集
醐
は
、
特
に
何
ら
か
の
意
味
で
祉
會
的
に
重
要
な
機
能
を
果
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
大
部
分
の
講
集

　
　
團
は
、
器
ω
8
母
鉱
。
博
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
と
の
假
定
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
捉



　
　
え
ら
れ
た
講
単
二
を
、
そ
れ
の
基
燈
で
あ
る
o
o
旨
日
信
巳
蔓
の
地
域
性
（
囲
o
o
巨
岩
）
と
の
關
係
か
ら
考
察
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
型
に

　
　
基
本
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
一
、
o
◎
旨
ヨ
償
巳
蔓
が
占
有
す
る
一
定
地
域
の
範
園
を
超
え
る
も
の

　
　
　
二
、
o
o
匿
ヨ
⊆
巳
¢
が
占
有
す
る
一
定
地
域
の
範
圏
と
合
致
す
る
も
の

　
　
　
三
、
8
ヨ
日
虚
蝕
蔓
が
占
有
す
る
一
定
地
域
の
範
園
よ
り
以
下
の
も
の

　
　
　
と
こ
ろ
で
右
の
三
つ
の
型
は
、
換
言
す
れ
ば
、
講
集
團
に
所
厨
す
る
成
員
の
範
園
が
一
、
特
定
の
o
o
ヨ
ヨ
離
心
蔓
の
地
域
的
限
界
を
超

　
　
え
る
か
、
二
、
こ
れ
と
合
致
す
る
か
、
三
、
こ
れ
に
及
ば
な
い
か
と
云
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
こ
の
第
一
の
型
の
講
愛
馬
は

　
　
一
般
に
當
該
o
o
ヨ
ヨ
億
巳
蔓
の
集
團
的
統
一
性
に
封
し
て
否
定
的
或
い
は
阻
害
的
に
作
用
し
、
い
わ
ば
遠
心
的
に
（
o
①
欝
甑
貯
ぴ
q
特
輯
）
影

　
　
響
す
る
蓋
然
性
が
高
い
。
何
と
な
れ
ば
か
か
る
講
集
圏
の
所
属
成
員
に
封
ず
る
何
ら
か
の
形
に
お
け
る
統
制
乃
至
拘
束
一
部
集
醐
の
維
持

　
　
嚢
展
の
た
め
に
は
所
属
成
員
の
講
集
翻
金
甲
に
封
ず
る
何
ら
か
の
義
務
・
支
持
が
必
要
で
あ
る
一
は
、
最
も
極
端
な
場
合
に
は
所
謂
集
國

　
　
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
形
と
な
っ
て
、
o
o
導
宴
曲
a
蔓
の
外
部
か
ら
o
o
白
筥
録
巴
眞
の
成
員
に
は
た
ら
き
か
け
て
、
彼
等
の
結
合
力
を
外
部
に

　
　
分
裂
せ
し
め
、
忠
誠
の
衝
突
（
o
O
ロ
曲
。
け
。
臨
δ
団
節
ロ
賦
Φ
の
）
を
結
果
し
、
o
o
旨
飛
信
資
望
本
位
の
、
o
o
ヨ
ヨ
＝
臨
蔓
中
心
の
團
結
を
そ
れ
丈

　
　
弛
緩
せ
し
め
る
。
げ
9
昌
。
Φ
を
惹
起
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
嘗
っ
て
の
熱
烈
な
眞
宗
信
者
で
あ
っ
た
北
騨
門
徒
達
が
、
自
分
達
の
村

　
　
の
氏
融
に
封
し
て
と
っ
た
比
較
的
冷
淡
な
態
度
一
般
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
勿
論
こ
の
第
一
の
型
に
も
、
又
更
に
二
・
三
の
基
本
的
に
異

　
　
つ
た
場
合
一
つ
ま
り
同
じ
く
地
域
の
範
園
を
超
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
超
え
方
に
根
本
的
な
相
異
が
あ
っ
て
、
そ
の
各
聖
の
場
合
に
よ
つ

　
　
て
右
の
忠
誠
の
衝
突
に
も
程
度
の
差
が
あ
る
が
、
此
の
黙
は
後
に
特
定
の
o
o
目
日
億
巳
帯
を
村
落
に
限
定
し
て
、
此
の
種
の
講
集
圏
の
粧

　
　
會
的
性
格
を
考
察
す
る
際
に
、
改
め
て
や
や
詳
し
く
分
析
す
る
。

　
　
　
第
二
の
型
の
講
集
團
は
こ
れ
に
反
し
て
一
般
に
當
該
。
◎
踏
日
億
巳
蔓
の
集
團
的
統
一
性
に
示
し
て
肯
定
的
或
い
は
促
遙
的
に
作
用
し
、

　
　
い
わ
ば
求
心
約
（
o
①
葺
暑
　
簿
鋒
）
影
響
を
興
え
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
は
後
述
す
る
如
く
通
常
買
置
o
o
霞
艮
馨
の
構

075　
　
　
　
　
講
集
麗
の
鮭
會
蘭
性
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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二
四

造
が
、
そ
の
ま
ま
か
或
い
は
若
干
修
正
攣
容
さ
れ
て
、
講
集
塵
の
構
造
原
理
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
從
っ
て
蟻
集
闘
は
此
の
群
口
、

o
o
旨
ヨ
信
巳
¢
の
既
存
の
構
造
を
維
持
し
護
展
せ
し
め
る
一
疋
桂
と
し
て
、
現
費
の
具
膿
的
な
状
況
に
慮
じ
て
積
極
的
に
か
登
極
的
に
か
、

顯
在
的
に
か
漕
在
的
に
か
、
と
に
か
く
大
な
り
小
な
り
何
ら
か
の
役
割
－
當
該
o
O
ヨ
営
感
泣
昌
の
統
一
・
團
結
に
寄
擬
す
る
何
ら
か
の
役

割
を
演
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
黒
鉱
圏
へ
の
忠
誠
が
、
直
接
或
い
は
閥
接
に
o
o
B
ヨ
瓢
艮
蔓
　
へ
の
忠
誠
と
な
る
。
冨
昌
。
Φ
が

大
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
忠
誠
の
合
致
（
一
儀
Φ
昌
轡
坤
什
矯
　
O
隔
　
一
〇
蜜
勲
賦
寓
Φ
ω
）
が
忠
誠
の
闘
欝
よ
り
も
一
般
的
で
あ
る
。
　
五
言
酬
が
o
o
B
ヨ
偉
臨
け
鴇

の
器
宮
（
o
お
磐
）
と
し
て
の
計
　
會
的
性
格
を
強
く
有
し
て
居
り
、
そ
れ
故
一
見
し
て
特
に
大
な
る
甦
會
的
意
義
を
有
し
な
い
よ
う
な
講

豊
楽
の
弁
慶
が
、
輩
に
た
だ
講
集
團
丈
の
改
壌
と
し
て
で
は
な
く
、
o
o
日
日
信
六
畜
全
躯
に
關
連
す
る
重
大
な
る
聞
題
と
し
て
大
な
る
抵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

抗
（
外
部
の
第
三
者
に
と
っ
て
は
意
外
の
抵
抗
）
を
俘
う
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
型
の
講
集
圏
が
當
該
o
o
鷲
送
信
蝕
聲
の
集
麟
的
統
一
性
に
封
し
て
持
つ
肚
諸
掛
性
格
は
、
第
一
・
第
二
の
場
合
の
如
く
明
確
に

一
方
的
な
傾
向
を
一
般
に
示
さ
な
い
。
邸
ち
第
一
の
場
合
程
全
艦
と
し
て
遽
心
的
で
も
な
く
、
又
第
二
の
場
合
程
一
般
に
求
心
的
で
も
な

く
、
複
雑
で
あ
っ
て
｝
義
的
に
決
定
し
難
い
。
併
し
な
が
ら
第
一
の
駒
草
に
み
ら
れ
る
忠
誠
の
厨
争
が
論
理
的
に
は
同
じ
檬
に
こ
の
場
含

に
も
起
り
う
る
と
云
う
理
由
か
ら
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
還
心
的
な
、
否
、
分
心
的
（
o
Φ
蓉
準
無
ω
重
罰
幽
く
①
外
部
か
ら
の
遠
心
力
で
は
な

く
、
内
か
ら
の
遠
心
力
と
し
て
作
用
す
る
）
な
影
響
を
與
え
る
蓋
然
性
が
大
で
あ
る
と
も
云
え
る
。
但
し
後
者
の
間
に
は
重
要
な
相
異
が
あ

る
。
邸
ち
第
三
の
型
の
講
集
團
は
、
o
o
欝
電
信
蝕
蔓
の
内
部
で
生
起
し
存
績
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
條
件
の
下
に
お
い
て
は
、

當
該
o
o
ヨ
ヨ
償
巳
蔓
を
超
え
て
い
る
範
幽
で
生
起
し
存
而
し
て
い
る
第
一
の
型
の
密
集
團
に
比
較
し
て
、
o
O
蚕
糞
二
三
馨
の
統
制
或
い
は

拘
束
を
よ
り
強
く
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
云
え
ば
、
外
部
の
結
集
團
に
何
し
て
．
爽
動
ず
る
o
o
導
ヨ
麟
巳
¢
の
統
制
或
い
は
拘
束
は
、

そ
の
力
が
よ
り
弱
く
、
せ
い
ぜ
い
歴
力
か
渤
告
の
程
度
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
　
一
般
に
外
部
か
ら
の
遠
心
力
は
、
内
部

か
ら
の
分
心
力
に
優
る
。
そ
れ
故
前
記
の
忠
誠
の
岡
雫
に
よ
る
第
一
の
場
合
と
の
論
理
的
一
様
性
は
、
必
ず
し
も
支
持
さ
れ
な
く
な
り
、

第
一
の
場
合
程
全
鰹
と
し
て
純
粋
且
つ
高
度
に
當
該
o
o
攣
目
償
巳
蔓
の
骨
貝
的
統
一
性
に
博
し
て
否
定
的
で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。



　
結
局
わ
れ
わ
れ
の
分
類
の
原
理
は
、
講
集
囲
が
簿
の
ω
o
o
野
毛
。
昌
と
し
て
存
在
し
な
が
ら
も
o
o
ヨ
ヨ
仁
嵐
蔓
と
合
致
す
る
（
建
窪
無
団
）

か
、
否
か
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
1
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
宗
教
蔵
禽
濡
者
の
ヴ
ァ
ツ
ハ
か
ら
示
唆
を
受
け
た
　
（
い
≦
ρ
o
戸

ω
8
δ
囲
0
9
q
蜜
o
h
沁
①
出
瞭
。
詳
①
a
・
H
り
α
ド
娼
や
寒
～
α
G
。
）
～
後
の
場
合
で
は
o
o
ヨ
ヨ
鉱
凱
蔓
を
超
え
る
も
の
と
超
え
な
い
も
の
と
を
原

理
的
に
蓬
製
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
慮
じ
て
講
評
團
が
o
o
諺
§
凱
蔓
の
集
醐
的
統
一
性
に

相
し
て
一
般
的
に
如
何
な
る
影
響
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
か
を
或
る
程
度
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
砒
端
的
性
格
の
一
面
を
把
握
せ

ん
と
す
る
方
向
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

　
　
　
そ
こ
で
我
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
・
抽
象
的
な
論
述
か
ら
一
歩
を
進
め
て
、
前
記
講
機
智
の
三
つ
の
類
型
を
わ
が
國
の
村
落
を
中

　
　
心
と
し
て
、
や
や
具
膿
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
從
っ
て
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
抽
象
的
に
た
だ
o
o
導
謹
鎧
巳
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
か
、
或
い
は
特
定
の
又
は
當
該
の
o
o
ヨ
糞
戴
巳
蔓
と
呼
ん
で
き
た
も
の
は
、
現
實
の
我
が
里
村
（
“
未
解
放
部
落
”
等
と
云
っ
た
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
用
法
で
は
な
く
、
農
業
部
落
・
漁
業
部
落
と
云
っ
た
一
般
的
な
使
用
法
に
よ
る
「
部
落
」
に
ほ
ぼ
該
齢
す
る
。
自
然
村
と
も
呼
ば
れ
て

　
　
い
る
が
我
々
は
こ
の
言
葉
を
採
用
し
な
い
）
と
云
う
具
艘
的
な
形
態
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
先
づ
第
一
の
型
、
部
ち
講
集
書
が
村
落
を
超
え
る
存
在
で
あ
る
場
合
（
鈴
木
榮
太
郎
氏
は
か
か
る
製
酪
酬
を
複
合
組
織
的
闘
膿
と
呼
ん

　
　
で
い
る
。
萌
鍋
誰
．
三
一
九
頁
一
、
三
二
〇
頁
）
か
ら
考
察
す
る
。
こ
の
型
は
村
落
の
場
含
、
更
に
基
本
的
に
次
の
二
つ
に
蔑
分
さ
れ
う
る
。
醐

　
　
ち
鼠
剛
，
瞼
σ
帥
の
ω
8
β
菖
。
嵩
と
し
て
の
講
話
劉
が
村
落
全
部
を
包
振
し
て
い
る
型
と
、
村
落
の
全
都
で
は
な
く
、
た
だ
そ
の
都
分
を
包
含
し

　
　
て
い
る
型
の
二
つ
で
あ
る
。
以
下
簡
軍
に
前
者
を
全
禮
的
画
集
醐
、
後
者
を
部
分
的
講
集
園
と
略
閉
し
て
お
く
。
全
膿
的
講
集
團
は
数
力

　
　
村
か
ら
姦
直
力
村
、
稀
に
は
数
十
力
村
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。
我
々
が
調
査
し
た
北
陸
地
方
で
も
四
力
村
に
わ
た
る
崇
信
講
、
魚
商
カ
村

。9

k
山
甚
が
．
。
冥
加
講
等
が
あ
っ
た
。
．
」
．
し
ろ
茎
儒
講
轟
は
、
更
髪
、
の
雫
の
重
落
萌
稽
講
藁
囲
の
・
。
¢
鼠
．
。
⊆
一
、
と
ン
、

5
　
　
講
集
闘
の
融
會
的
性
格
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
五



5エ0

　
　
　
折
隅
墨
研
究
　
　
二
四
　
百
五
十
｝
濫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
ハ

存
在
し
て
い
る
場
合
か
ら
、
村
落
が
全
く
何
ら
の
撃
σ
o
彪
笛
ぼ
N
讐
δ
旨
と
し
て
の
形
態
も
と
ら
ず
に
個
々
の
村
落
民
が
講
集
團
に
所
屡

乃
至
薩
属
し
て
い
る
場
合
に
至
る
ま
で
の
組
織
化
の
種
々
な
る
段
階
が
あ
る
。
蘭
記
の
冥
加
講
は
前
者
に
、
増
信
心
は
後
者
に
近
い
例
で

あ
る
。
他
の
條
件
に
し
て
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
村
落
が
鶏
σ
ぴ
q
8
ε
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
全
艘
的
講
集
園
よ
り
も
、
個
々
の
村

落
罠
が
直
属
し
て
い
る
全
膿
的
講
集
團
の
方
が
、
村
落
の
集
圏
的
統
一
性
に
よ
り
強
い
。
窪
け
無
離
調
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
で

あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
個
々
の
村
落
民
が
全
禮
的
講
集
幽
に
直
属
す
る
場
舎
は
、
彼
等
は
自
己
の
所
属
す
る
村
落
の
粧
會
構
造
・
地
位
・

役
割
か
ら
受
け
る
制
約
は
そ
れ
丈
少
く
、
む
し
ろ
全
癒
的
講
集
闘
自
讃
の
構
造
内
で
自
己
の
地
位
・
役
割
を
獲
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
こ
と
は
、
村
落
へ
の
彼
等
の
忠
誠
よ
り
も
全
膿
的
講
集
書
へ
の
彼
等
の
忠
誠
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
之
に
反
し
て
個
々
の
村
落
が
全
欄
的
講
堂
團
の
ω
5
σ
α
q
δ
¢
娼
と
し
て
存
在
す
る
場
合
は
、
右
の
事
情
は
概
ね
逆
と
な
る
。
又
村

落
が
。
。
瓢
σ
聡
。
巷
と
し
て
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
村
落
が
全
く
交
字
通
り
に
、
村
落
外
の
上
か
ら
の
力
で
下
部
組
織
と

し
て
形
成
さ
れ
、
存
馨
し
て
い
る
よ
う
な
所
謂
上
か
ら
下
へ
の
組
織
形
態
を
と
っ
て
い
る
も
の
か
ら
、
逆
に
全
髄
的
講
集
幽
が
村
落
を
輩

位
と
す
る
。
・
雌
σ
讐
。
β
℃
の
軍
な
る
連
合
髄
と
し
て
創
設
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
所
謂
下
か
ら
上
へ
の
組
織
形
態
を
と
っ
て
い
る

も
の
に
至
る
ま
で
、
種
々
な
る
段
階
が
考
え
ら
れ
る
。
此
の
場
合
、
村
落
の
集
團
的
統
一
性
に
偏
し
て
は
、
後
者
よ
り
も
前
者
が
。
①
簿
ユ
ー

皆
ひ
q
鉱
な
影
響
を
強
く
及
ぼ
し
う
る
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
。
併
し
乍
ら
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
全
膿
的
講
集
閣
は
前
述
の

如
く
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
十
五
力
村
と
云
っ
た
比
較
的
狡
小
な
る
規
模
の
継
會
集
醐
一
次
の
部
分
的
心
肝
麟
に
指
し
て
一
で
あ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
全
乳
商
議
集
團
が
、
た
と
え
村
落
を
超
え
た
幽
い
場
に
展
開
さ
れ
て
い
る
集
團
で
あ
っ
て
も
、
猫
且
つ
相
封
的
に

1
次
の
部
分
的
講
重
囲
に
比
較
し
て
で
は
あ
る
が
…
村
落
の
肚
會
構
造
に
影
響
さ
れ
る
所
大
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
村
落
的
な

敵
會
的
性
格
を
、
献
立
的
・
溝
在
的
に
濃
く
お
び
て
い
る
と
の
豫
測
が
一
面
立
て
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
部
分
的
講
集
園
は
、
そ
の
籟
園

の
数
ヶ
村
或
い
は
十
五
ヶ
村
に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ
る
が
、
全
國
的
な
規
模
を
も
つ
も
の
も
少
く
な
い
。
部
分
的
講
集
腿
も
又
、
全
禮
的

特
集
團
と
同
じ
く
、
村
落
の
一
部
が
そ
の
。
。
呂
鋤
q
桟
o
ρ
℃
と
し
て
存
在
し
て
い
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
く
個
々
の
村
落
民
が
講
集
囎
に
所
騰



乃
至
直
属
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
こ
の
ω
瓢
び
讐
。
二
”
と
し
て
存
在
す
る
場
合
で
も
、
講
員
た
る
個
々
の
村
落
民
は
、
全
艘
的
蒐
集
醐

の
場
合
よ
り
も
、
自
己
の
所
轄
す
る
村
落
の
肚
會
構
造
・
地
位
・
役
割
か
ら
受
け
る
制
約
は
一
般
に
少
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
此
の
場
合
村
落
全
禮
の
粧
會
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
も
・
ニ
ヴ
ひ
q
8
鋸
O
に
反
映
し
に
く
い
し
、
又
庇
分
露
塵
集
隣
の
規
模
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
個
々
の
村
落
の
特
殊
事
惰
と
は
比
較
的
無
蘭
係
の
、
講
集
關
蘇
州
の
構
逡
原
理
が
、
こ
の
ω
三
）
讐
。
唇
に
反
映
し
易
い
か
ら
で
あ

る
。
從
っ
て
村
落
の
一
部
が
こ
の
よ
う
に
部
分
的
講
命
乞
の
の
¢
σ
㈹
8
煽
娼
で
あ
る
場
合
で
も
、
全
膿
的
類
集
圏
に
比
し
て
、
村
落
の
集
團

的
統
一
性
に
崩
し
て
、
こ
の
部
分
的
講
集
團
は
よ
り
遠
心
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
易
い
。
否
、
部
分
的
講
集
闘
は
本
谷
的
に
、
村
落
の
成
員

を
特
定
の
講
堂
團
の
成
員
と
、
非
成
員
と
に
二
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
講
員
た
る
村
落
民
と
禽
龍
た
ら
ざ
る
村
落
民
と
は
、
少
く
と
も
特

定
の
講
集
團
を
中
心
と
し
て
考
え
れ
ば
相
互
に
異
質
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
根
本
的
に
、
高
分
的
講
集
闘
は
村
落
の

集
團
的
統
一
性
に
。
窪
窪
貯
窪
q
巴
な
影
響
を
與
え
る
可
能
性
の
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
既
成
宗
教
を
基
盤
と
す
る
全
國
的
組
織
を

も
つ
講
集
圏
は
、
村
落
に
凝
し
て
こ
の
部
分
的
講
義
闘
の
形
態
を
と
っ
て
古
く
か
ら
存
在
し
、
村
落
を
外
部
に
開
放
す
る
役
割
を
演
じ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
新
興
宗
教
が
部
分
的
講
集
園
の
形
を
と
っ
て
村
落
に
進
出
す
る
際
、
村
落
内
に
生
ず
る
混
織
も
叉
そ
の
一
例
で
あ

る
。

五

511

　
次
に
第
二
の
型
、
邸
ち
講
集
團
が
村
落
の
範
園
と
全
く
合
致
す
る
場
合
（
守
随
一
氏
は
か
か
る
講
集
關
を
一
般
的
な
講
又
は
村
組
織
の

講
と
呼
ん
で
い
る
。
前
揚
書
・
八
二
頁
－
八
九
頁
）
　
に
就
い
て
考
察
す
る
。
大
抵
の
場
合
、
馬
丁
の
加
入
脆
退
は
講
員
占
冠
の
意
志
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
ず
、
殆
ん
ど
村
落
の
慣
習
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
此
の
種
の
風
落
團
は
餌
ω
ω
o
o
貯
梓
δ
鐵
で
は
あ
っ
て
も
、

加
入
睨
退
の
不
任
意
な
集
團
で
あ
る
。
こ
の
型
も
又
村
落
の
場
合
、
更
に
基
本
的
に
次
の
三
つ
に
蕩
分
さ
れ
う
る
。
即
ち
第
一
に
は
全
く

典
型
的
に
且
つ
顯
在
的
に
講
集
囲
と
村
落
と
が
常
に
一
致
す
る
型
（
以
下
こ
れ
を
顯
在
的
合
致
集
團
と
呼
ぶ
）
と
、
第
二
に
は
滞
在
的
・

　
　
　
講
集
麟
の
就
樽
的
性
据
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
．
将
墨
研
究
第
四
百
五
＋
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
ん

並5　
　
表
見
的
に
は
講
集
嗣
と
村
落
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
潜
在
的
に
は
雨
者
が
一
致
す
る
型
（
以
下
こ
れ
を
灘
在
的
合
致
集
團
と
稽

　
　
す
る
）
と
、
第
三
に
は
表
晃
的
・
顯
在
的
に
は
村
落
が
二
つ
以
上
の
同
種
の
講
集
圏
に
よ
っ
て
分
罰
さ
れ
て
い
る
が
、
事
費
は
第
一
・
二

　
　
の
型
に
準
ず
る
型
（
以
下
こ
れ
を
準
合
致
集
配
と
呼
ぶ
）
と
の
三
つ
で
あ
る
。
今
焦
り
に
脳
示
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。

第一の型

i
i
　
i

第二の型

／へ＼
ぎ

xぐ㌔
へ
亀
；
，
拶

“
　
　
　
菰

、

村
　
　
落

・
藝
一
器
－
講
集
団

第三の型

㍉
畷
馨
望
」
7

⊃
二
品

　
　
轍
一
　
　
鴇
　
、

ダ
　
ゆ
囎
　
　
刷
・
綱
転

　
之
r
　
幹
、

　
　
　
村
　
　
落

－
一
一
－
i
講
集
団

　
顯
在
的
合
致
霊
歌
は
例
え
ば
氏
子
集
圏
が
講
集
闘
で
あ
る
場
合
…
宮
座
に
も
此
の
種
の
形
態
と
見
て
差
支
え
な
い
も
の
が
あ
る
一
や
、

或
い
は
村
寄
合
が
講
集
團
の
形
態
を
と
る
場
合
等
に
兇
ら
れ
る
。
評
者
の
場
合
、
我
々
の
北
陸
地
方
の
調
査
で
は
、
若
狭
の
照
津
講
や

ジ
ン
ジ

紳
事
講
が
あ
・
り
、
後
者
は
東
北
地
方
の
契
約
講
等
が
こ
れ
に
号
音
す
る
。
凝
集
團
と
し
て
は
一
般
に
、
村
落
の
集
闘
的
統
一
性
に
興
し
て

最
も
弧
く
o
o
煮
繭
℃
象
銑
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
極
黙
に
至
る
と
村
落
の
外
部
に
号
し
て
嚴
重
な
閉
鉛
的
性
格
を
持
つ
。
前
記

の
心
事
講
の
申
に
は
他
村
民
に
駕
し
て
現
在
も
猶
、
厳
重
に
参
加
を
握
嘉
し
自
村
民
に
封
し
岬
、
は
加
入
を
義
務
と
し
凶
、
い
る
も
の
も
あ

る
。
又
或
る
紳
事
講
は
、
そ
の
頭
屋
の
順
番
を
既
に
昭
和
三
十
九
年
慶
ま
で
、
明
確
に
村
の
一
々
の
家
に
就
い
て
決
定
し
て
い
る
も
の
さ

え
あ
る
。
講
の
組
繊
は
封
の
耐
禽
構
造
－
－
特
に
上
下
關
係
を
そ
の
ま
ま
端
的
に
現
わ
し
て
居
る
。
講
の
行
事
は
村
落
の
集
團
三
業
～
性
の

象
徴
で
あ
り
、
講
に
製
す
る
講
員
の
忠
誠
は
村
落
に
封
ず
る
村
民
の
忠
誠
と
正
比
例
す
る
。
顯
在
的
合
致
法
難
に
は
右
の
氏
子
講
や
契
約



　
　
講
の
場
合
丈
で
は
な
く
、
一
村
一
寺
院
全
禮
徒
で
あ
れ
ば
一
そ
れ
は
我
が
國
の
村
落
の
一
般
的
形
態
で
は
な
く
例
外
に
厩
す
る
が
一
こ
の

　
　
檀
徒
集
圏
が
形
成
し
て
い
る
講
集
團
の
例
が
あ
る
。
若
狡
の
若
干
の
村
に
見
ら
れ
る
村
総
．
講
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
村
穂
講
画
讃
の
成
員
は

　
　
交
字
通
り
村
落
の
全
員
で
あ
り
、
同
時
に
外
部
の
者
（
村
に
生
れ
た
離
村
考
を
も
含
め
て
）
は
原
劉
と
し
て
講
員
と
兇
な
さ
れ
て
い
な

　
　
い
。
　
｝
種
の
。
δ
ω
①
侮
の
ロ
。
℃
ω
鴫
ω
富
箆
で
あ
る
。

　
　
　
註
　
村
蕩
の
外
部
か
ら
外
出
看
が
あ
る
露
礁
、
顯
在
的
合
致
集
團
が
こ
の
入
村
者
に
蓋
し
て
探
る
態
度
に
は
二
種
の
も
の
が
あ
る
。
即
ち
外
來
春
を
惣
入

　
　
　
　
せ
し
め
て
前
審
の
あ
る
時
は
、
張
制
加
入
の
態
度
を
と
り
、
外
來
潜
を
惣
入
せ
し
め
て
既
得
纈
が
犯
さ
れ
る
時
は
、
掴
入
を
禁
止
し
、
趣
端
な
揚
合
に

　
　
　
　
は
本
來
の
意
味
の
村
民
と
な
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
講
蘇
陽
へ
の
加
入
を
許
さ
れ
る
こ
と
が
、
　
〃
村
昆
た
る
こ
と
の
公
認
μ
の
唯
一
の
、
且
つ
経
封
的

　
　
　
　
な
條
件
で
あ
る
場
合
も
、
敗
職
時
ま
で
は
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
灘
在
的
合
致
集
團
は
、
顯
在
的
・
表
見
的
に
は
確
に
た
だ
村
落
内
の
一
部
の
成
員
に
よ
っ
て
の
み
現
實
に
構
成
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

　
　
い
も
の
で
あ
る
が
、
漕
在
的
に
は
此
の
種
の
講
集
囲
の
範
圏
と
村
落
の
範
圏
と
は
合
致
す
る
。
例
え
ば
若
狭
の
村
落
に
見
ら
れ
る
青
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ウ
ボ
　
ン
　
カ

　
　
和
讃
講
、
北
陸
地
方
の
村
落
に
見
ら
れ
る
若
イ
衆
の
総
報
恩
講
や
主
婦
の
尼
講
、
そ
の
外
、
村
落
に
お
け
る
子
供
の
天
聯
講
等
が
そ
れ
に

　
　
あ
た
る
。
和
讃
講
は
十
五
歳
～
二
十
五
歳
の
男
子
青
年
の
み
を
成
員
と
す
る
講
集
麗
で
あ
る
が
、
こ
の
隼
齢
に
該
當
す
る
村
の
若
者
は
、

　
　
す
べ
て
和
讃
講
員
た
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
居
り
、
反
面
他
村
の
若
者
の
加
入
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
総
報
恩
講
も
又
同
様
で
あ
っ

　
　
て
、
こ
れ
に
は
十
五
戯
一
三
十
歳
ま
で
の
長
男
（
戸
籍
面
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
實
に
”
跡
と
り
”
…
相
撃
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
二
・
三

　
　
男
を
含
む
）
の
み
を
今
日
猫
嚴
重
に
講
員
の
資
格
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
從
っ
て
事
實
上
は
決
し
て
村
落
の
全
戸
を
成
員
と
し
て
い

　
　
な
い
。
郎
ち
全
村
三
十
六
戸
の
中
、
調
査
時
（
昭
和
三
〇
隼
八
月
現
在
）
の
講
員
は
、
十
七
戸
の
家
の
長
男
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
他

　
　
の
十
九
戸
は
調
査
武
甲
十
五
歳
…
三
十
歳
の
長
男
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
総
報
恩
講
の
構
成
員
を
全
く
出
し
て
い
な
い
。
併
し
乍
ら

　
　
若
し
こ
れ
ら
の
十
九
戸
が
右
に
該
當
す
る
青
年
を
そ
の
家
族
員
と
し
て
持
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
當
幾
何
ら
の
例
外
も
な
く
講
に
加
入
す
る

　
　
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
彼
等
は
早
旦
的
な
講
成
員
な
の
で
あ
る
。
又
五
心
の
場
合
で
も
、
成
員
た
る
こ
と
の
資
格
は
主
婦
で
あ
る
が
、
中
に

撃
は
年
歯
災
驚
＋
聲
走
な
ら
な
け
れ
ば
、
た
と
え
毒
妄
2
し
公
、
も
荒
で
き
な
い
歪
律
或
い
は
暗
黙
の
ツ
」
解
の
存
す

岬
り
、
　
　
　
　
講
集
脚
の
山
門
的
牲
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
・
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哲
學
研
究
　
第
瞬
百
五
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
G

る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
霊
鳥
的
に
は
全
村
的
な
尼
講
そ
の
も
の
が
、
現
實
に
は
一
部
の
主
婦
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

以
上
の
如
く
こ
れ
ら
の
講
集
團
は
、
一
見
村
落
内
の
一
部
の
成
員
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
、
彼
等
の
属
す
る
家
族
の
み
が
そ
れ
に
閥
與
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

て
い
る
が
如
く
で
あ
る
が
～
少
く
と
も
蓑
見
的
に
は
そ
れ
が
毛
茸
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
そ
れ
ら
は
決
し
て
一
部
の
有
志
或
い
は
同
好
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
講
商
圏
で
は
な
く
、
又
決
し
て
個
人
が
そ
の
意
志
に
基
い
て
任
意
に
加
入
腕
退
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
「
村
の
和
讃
講
」

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
り
、
　
「
村
の
尼
講
」
で
あ
る
。
從
っ
て
現
在
、
講
の
成
員
で
な
く
と
も
長
男
や
主
婦
が
一
定
の
年
齢
に
達
す
れ
ば
必
ず
講
成
員
と
な

る
の
で
あ
り
、
そ
の
黙
認
在
的
舎
落
語
團
は
村
落
の
全
範
囲
を
そ
の
基
盤
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
外
見
的
に
は
等
し
く
村
落
内
の
一

部
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
講
集
團
で
あ
っ
て
も
、
此
の
種
の
漕
在
的
合
致
集
關
と
然
ら
ざ
る
も
の
i
例
え
ば
記
述
の
第
一
の
型

の
部
分
的
講
集
團
が
ω
億
σ
m
8
壱
の
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
や
、
次
に
述
べ
る
第
三
の
型
の
村
落
内
の
講
世
世
等
i
と
は
、
村
落
に
劉
し

て
持
つ
講
の
意
義
が
根
本
的
に
相
異
し
、
そ
の
肝
腎
的
性
格
も
嚴
密
に
腰
別
き
れ
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
愚
者
は
あ
く
ま
で

も
村
落
そ
の
も
の
の
存
在
乃
至
存
績
を
蘭
鍵
ど
し
て
或
い
は
中
心
と
し
て
講
が
運
螢
さ
れ
て
居
り
、
後
者
は
時
に
そ
の
存
績
議
展
の
た
め

に
村
落
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
窮
極
に
お
い
て
は
自
己
の
集
羅
と
し
て
の
存
績
嚢
展
と
云
う
前
提
の
下
に
講
が
運
欝
き
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
前
者
は
い
わ
ば
村
落
と
運
命
を
共
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
村
落
の
外
か
ら
村
落
の
運
命
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
潜
在
的
含
軽
輩
園
と
顯
在
的
合
致
集
團
と
は
勿
論
、
右
に
蓮
べ
た
よ
う
な
融
取
的
性
籍
の
　
致
黙
ば
か
り
で
な
く
枳
豊
野
も
あ
る
。
潜
動
的
に
は
村

　
　
落
と
一
致
す
る
と
し
て
も
、
現
費
に
は
多
く
の
場
合
、
年
齢
瑚
や
性
別
そ
の
他
の
特
殊
な
一
部
の
算
入
に
よ
っ
て
梅
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
潜
在
的
合

　
　
致
集
囲
は
、
瀬
在
的
合
致
集
園
に
比
し
て
そ
れ
丈
村
落
の
濃
墨
的
統
一
牲
を
蝿
鑑
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
我
々
は
こ
の
小
論
で
そ
の
合
致

　
　
集
團
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
、
轍
え
て
こ
の
鮎
に
ふ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
準
合
致
集
團
と
は
、
そ
れ
自
警
と
し
て
は
明
ら
か
に
村
落
内
の
一
部
の
者
を
成
員
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
講
集
闘
で

あ
り
、
表
見
的
に
も
潜
在
的
に
も
講
集
貨
の
範
鴎
と
村
落
の
範
園
と
は
｝
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
村
落
内
に
は
こ
れ
と
岡
種
の
講
集

國
が
い
く
つ
か
存
在
し
、
村
民
は
そ
の
何
れ
か
に
所
厩
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
っ
て
此
の
場
合
も
講
集
闘
へ
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の
加
入
脱
退
は
個
人
が
任
意
に
決
定
出
熱
る
も
の
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
村
民
の
全
部
が
そ
の
い
く
つ
か
の
講
集
團
の
何
れ
か
一
つ
に

加
入
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
準
合
致
集
團
と
し
て
の
講
集
囲
に
は
階
級
別
に
よ
る
も
の
と
、
地
域
別
に
よ
る
も
の
と
が
代
表
的

な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
階
級
別
に
よ
る
準
合
致
集
醐
と
し
て
は
例
え
ば
我
々
が
調
査
し
た
北
陸
地
方
に
お
け
る
鳴
る
村
落
の

“
お
驚
き
ま
”
が
あ
る
。
こ
の
村
落
に
は
三
つ
の
全
く
同
種
の
蟻
集
團
（
お
講
さ
ま
）
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
村
の
階
層
臨
分
に

從
っ
て
、
上
・
申
・
下
の
三
つ
の
各
．
濁
面
し
た
講
集
團
が
吉
く
か
ら
存
養
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
師
ち
こ
の
村
落
の
四
十
四
戸
は
、

　
　
　
カ
シ
ラ
ブ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
よ
ウ
ブ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
マ
　
ェ

元
暦
（
頭
分
）
…
十
戸
、
申
層
（
申
分
）
…
十
五
戸
（
一
戸
）
、
下
層
（
小
前
）
…
十
四
戸
（
四
戸
）
と
な
っ
て
お
り
、
夫
々
上
層
の
十

戸
、
中
層
の
十
五
戸
、
下
層
の
十
四
戸
で
同
種
の
講
集
國
を
構
成
し
て
い
る
（
中
層
の
（
一
戸
）
と
下
層
の
（
四
戸
）
と
は
、
現
在
女
世

帯
の
た
め
に
、
講
の
行
事
に
出
席
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
、
正
式
の
講
員
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鳴
丘
に
成
年
男
子

が
で
き
れ
ば
性
器
夫
々
の
講
黒
鼠
に
復
活
加
入
す
る
）
。
地
域
別
に
よ
る
準
合
致
集
闘
は
、
村
落
の
地
域
的
な
ω
呂
ひ
Q
N
o
q
℃
と
し
て
の
組

又
は
近
隣
集
醐
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
る
講
読
囲
で
あ
る
。
例
え
ば
若
狭
に
お
け
る
日
待
講
の
あ
る
も
の
は
、
嘗
っ
て
は
村
落
の
上

層
階
級
（
百
姓
分
）
が
猫
溢
し
て
い
た
特
椹
的
な
論
集
腿
で
あ
っ
た
が
、
敗
載
後
村
の
地
域
的
な
溶
血
（
組
劉
を
基
準
と
す
る
）
に
從
っ

て
、
上
（
百
姓
分
）
・
下
（
脇
衆
）
の
別
な
く
金
村
民
が
二
つ
の
日
待
講
の
何
れ
か
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
地
域
別
に
よ
る
準
合
致

集
剛
と
し
て
の
日
待
講
が
成
立
存
丸
し
て
い
る
。
守
随
一
億
が
一
般
的
な
講
と
し
て
あ
げ
て
い
る
山
の
聯
講
の
申
に
は
、
吾
輩
位
の
こ
の

よ
う
な
地
域
別
の
準
合
致
集
團
の
例
が
見
ら
れ
る
（
守
随
一
「
薗
掲
書
」
八
二
頁
i
八
三
頁
）
。

　
こ
の
種
の
講
論
團
は
、
結
局
他
の
同
種
の
講
集
團
と
相
器
っ
て
村
落
の
融
會
構
造
（
上
下
關
係
や
「
組
」
組
織
）
を
全
膿
と
し
て
反
映

し
て
居
り
、
そ
し
て
又
村
落
の
肚
會
構
造
は
、
こ
れ
ら
の
講
集
團
の
存
在
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
強
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り

に
お
い
て
村
落
の
既
存
の
芸
評
的
統
一
性
を
擁
護
し
、
そ
の
存
績
に
署
し
て
促
逡
的
に
作
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
準
合
敷
集
團
が
何
故
顯
在
的
合
教
集
幽
の
形
を
と
ら
な
い
ま
ま
で
存
績
し
て
い
る
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
村
落
の
歴
史
的
・
胤
魯
的
購
情

　
　
に
依
っ
て
一
審
に
は
云
え
な
い
が
、
原
理
的
に
は
階
暦
癌
労
が
明
確
で
比
較
的
固
定
し
て
い
る
こ
と
、
村
幣
が
箆
較
的
に
縦
な
る
心
様
で
あ
る
こ
と
等

　
　
　
辮
集
働
の
趾
魯
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
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ご
三
，

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
料
亭
の
例
の
中
、
隣
侍
講
は
階
蟹
隈
分
の
弛
綾
・
幽
晦
と
村
落
が
百
十
六
戸
の
大
村
で
あ
る
こ
と
が
、

階
暦
庭
分
が
未
だ
に
明
確
に
闘
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

又
1
1
お
講
き
ま
μ
は

ぬA

　
最
後
に
第
三
の
型
、
印
ち
講
集
客
が
村
落
内
部
の
部
分
的
な
、
特
殊
な
集
腱
と
し
て
存
在
し
て
い
る
場
合
に
就
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ

に
は
純
粋
な
9
ω
ω
o
o
溝
口
。
β
の
形
態
に
近
い
、
加
入
騎
西
の
比
較
的
自
由
な
所
謂
同
好
者
或
い
は
有
志
の
講
集
剛
や
、
特
殊
職
業
者
・
血

縁
者
・
近
隣
等
に
よ
っ
て
夫
々
慣
習
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
雨
霧
團
や
、
特
許
的
な
も
し
く
は
反
落
に
被
差
別
的
な
凝
集
醐
等
々
が
あ

る
。
そ
こ
で
我
々
は
一
疋
こ
れ
ら
の
講
貴
誌
を
、
成
員
た
る
こ
と
（
昌
P
①
鑓
σ
Φ
罵
ω
げ
一
℃
）
の
資
格
と
云
う
黙
に
着
隠
し
て
、
三
つ
の
型
に
大
別

し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
村
落
の
集
團
的
統
一
性
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
を
進
め
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
一
の
型
は
同
一
村
落
民
で
あ
る
以
上
、
特
に
成
員
た
る
こ
と
の
資
格
を
制
限
せ
ず
、
六
っ
て
加
入
腕
退
も
比
較
的
自
由
で
あ
る
講
集

鴎
で
あ
る
。
旅
行
・
遊
山
・
耐
寺
参
葬
等
を
爵
的
と
す
る
善
光
寺
講
や
上
方
講
等
と
呼
ば
れ
る
最
も
任
意
的
な
同
好
者
の
集
團
か
ら
、
金
融

や
物
資
の
購
入
等
を
目
的
と
す
る
梱
互
扶
助
的
な
無
幽
翠
や
螺
母
子
講
・
蒲
機
翼
・
自
蒋
車
首
等
々
の
如
く
、
加
入
脱
退
が
所
謂
”
義
理
”

や
“
附
合
い
”
と
言
っ
た
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
入
間
關
係
に
よ
っ
て
拘
束
き
れ
勝
ち
で
あ
る
た
め
に
比
較
的
に
不
自
由
で
あ
る
講
集

團
に
至
る
ま
で
種
々
の
段
階
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
講
集
闘
は
そ
れ
自
画
村
落
の
集
團
的
統
一
性
に
封
し
て
、
原
理
的
に
常
に
。
Φ
⇔
訂
瞠
諜
α
q
包

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
も
、
叉
逆
に
o
o
望
薄
唱
簿
巴
な
影
響
を
一
方
的
に
與
え
る
も
の
と
も
云
え
な
い
、
云
わ
ば
多
分
に
無
記
的
な
性

絡
を
持
っ
て
居
り
、
む
し
ろ
他
の
崖
道
や
他
の
條
件
に
よ
っ
て
求
心
的
に
も
、
遠
心
的
に
も
作
用
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か
か
る
部

分
的
諾
意
團
が
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
か
か
る
講
集
囲
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
分
心
的
…
分

裂
的
作
用
を
亙
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
か
か
る
講
集
團
は
村
落
の
集
圏
的
統
一
性
に
戯
し
て
分
心
的
に
作
用
す
る
と
言
う
論
議
は
、
や

や
形
式
的
で
我
々
の
直
ち
に
採
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



　
　
　
第
二
の
型
は
村
落
に
お
け
る
小
数
の
特
殊
職
業
者
－
例
え
ば
大
工
・
木
挽
等
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
募
集
團
（
太
子
講
等
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
つ
て
、
こ
れ
は
客
観
的
に
成
員
た
る
資
格
が
定
率
っ
て
い
て
、
こ
の
意
昧
で
は
加
入
も
限
定
さ
れ
、
一
般
に
加
入
睨
退
も
任
意
的
で
は
な

　
　
い
。
叉
血
線
集
園
一
例
え
ば
同
族
や
、
特
定
の
近
隣
集
團
…
例
え
ば
特
定
の
組
と
合
致
す
る
講
集
周
も
、
略
．
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
講
集
劉
、
特
に
特
殊
職
業
者
の
講
集
團
は
、
明
ら
か
に
村
落
内
の
異
質
分
子
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
て
居
り
、
概
ね
閉
鎖
的
な
性
格
を

　
　
も
つ
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
種
の
講
集
擁
が
、
前
の
第
一
の
型
の
講
集
圏
に
比
較
し
て
、
村
落
の
集
剛
的
統
一
性
に
為
し
て
分
心
的

　
　
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
大
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
但
し
こ
れ
ら
は
多
く
の
場
舎
孤
立
し
た
濁
自
の
小
集
園
で
あ
っ
て
殊

　
　
に
特
殊
職
業
集
鷹
の
場
合
な
ど
若
し
彼
等
の
経
濟
生
活
の
基
盤
が
當
該
村
落
に
置
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
村
落
の
集
闘
的
統
一
性

　
　
に
鉗
し
て
及
ぼ
し
う
る
分
心
的
作
用
力
は
大
い
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
丈
で
は
漕
在
的
な
形
を
と
っ
て
表
面
に
出
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
　
　
註
　
彼
等
が
纒
済
生
活
の
濃
盤
を
も
は
や
全
く
村
落
内
に
置
く
必
要
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
從
來
の
潜
在
的
な
分
心
的
作
用
力
は
顯
激
化
し
、
積
趣
的

　
　
　
　
に
表
面
化
す
る
。
併
し
こ
の
場
合
は
醗
々
、
村
落
の
範
園
を
超
え
た
よ
り
大
な
る
特
殊
職
業
講
集
團
叉
は
職
業
劉
彊
の
。
。
昌
σ
q
冠
。
コ
℃
に
な
っ
て
、
村
藩

　
　
　
　
内
の
特
殊
な
小
集
劉
と
し
て
の
猫
声
門
性
格
を
喪
う
。
野
縁
集
麟
や
近
隣
集
劉
や
そ
の
他
特
定
の
人
々
に
よ
っ
て
慣
暦
的
に
形
成
き
れ
て
い
る
講
集
團

　
　
　
　
の
中
に
は
、
講
の
存
在
に
よ
っ
て
三
三
の
村
落
に
お
け
る
低
下
し
つ
つ
あ
る
地
位
。
許
償
を
維
持
し
、
杁
う
と
す
る
意
識
的
、
或
は
無
意
識
的
な
意
闘
を

　
　
　
　
中
心
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
特
定
の
家
筋
の
野
冊
は
そ
の
擬
棚
先
帝
が
天
聯
講
や
伊
勢
講
を
も
つ
て
い
て
、
頑
な
ま
で
に
奮
慣
を
羅
写
し
奇
習
を

　
　
　
　
簿
承
し
て
い
る
の
を
我
々
は
京
都
府
下
、
滋
賀
縣
下
の
村
落
で
見
た
。
こ
の
こ
と
は
他
面
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
有
す
る
現
在
の
村
落
の
集
團

　
　
　
　
的
統
一
性
に
甥
す
る
心
葉
・
反
感
・
反
抗
を
こ
の
種
の
講
聖
画
に
よ
っ
て
自
ら
の
手
で
抑
零
し
て
い
る
現
實
の
す
が
た
で
あ
る
と
も
云
え
る
。
そ
れ
故

　
　
　
　
此
の
種
の
講
集
幽
は
、
少
く
と
も
醤
落
の
集
圏
的
統
一
性
に
劉
す
る
分
心
的
作
規
を
抑
制
す
る
役
剛
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
緻
曾
的
性
絡
を
も

　
　
　
　
つ
て
い
る
と
も
云
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
第
三
の
型
は
村
落
内
に
お
け
る
特
灌
的
及
び
被
差
別
的
な
講
集
團
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
講
集
團
の
特
高
は
、
何
れ
も
成
員
た
る
こ
と
の

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
資
格
が
人
爲
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
賜
う
こ
と
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
成
員
の
加
入
脱
退
が
嚴
重
に
監
視
さ
れ
て
い
て
、
個
々
人
が
任

　
　
意
的
に
は
縄
謝
に
加
入
腕
退
出
來
ぬ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
特
椹
的
な
講
集
團
は
、
　
一
般
に
村
落
の
上
宿
者
が
彼
等
丈
の
講
集
圏
を
形

　
　
成
し
存
績
せ
し
め
て
い
る
場
合
で
、
そ
れ
は
彼
等
自
ら
が
、
内
部
か
ら
村
落
の
他
の
階
層
に
封
し
て
自
ら
を
閉
得
し
て
い
る
集
團
で
あ

脚　
　
　
　
　
講
集
國
の
耐
三
三
性
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
三
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鵬　
　
る
。
此
の
種
の
講
集
魚
は
、
村
落
の
特
擢
階
級
が
積
極
的
に
自
ら
を
他
と
臨
嘉
し
、
既
存
の
登
窯
構
造
を
維
持
し
強
化
せ
ん
と
す
る
と
こ

　
　
ろ
に
、
そ
の
存
在
の
根
羽
を
持
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
若
狭
に
お
け
る
ヨ
待
講
は
、
少
く
と
も
敗
気
前
ま
で
は
確
に
そ
の
よ
う
な
性
格
の

　
　
講
集
幽
で
あ
っ
た
。
之
に
讃
し
て
被
差
別
的
な
講
集
麗
は
、
一
般
に
村
落
の
下
厨
者
が
、
又
は
外
か
ら
の
欝
欝
者
が
、
彼
等
丈
の
講
集
團

　
　
を
持
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
彼
等
自
ら
が
、
内
部
か
ら
村
落
の
他
の
階
層
に
面
し
て
自
ら
を
閉
鎖
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
又
自
ら

　
　
で
は
な
く
外
部
か
ら
閉
鎮
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
爾
者
が
共
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
此
の
種
の
講
集
義
は
、
そ
れ
が
外
部
か

　
　
ら
閉
銀
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
明
ら
か
に
、
村
落
の
特
灌
階
級
又
は
他
の
よ
り
上
位
の
階
層
が
、
濡
極
的
に
自
ら
を
こ
れ
ら
の
下
層
乃
至

　
　
移
佳
者
と
顧
面
し
、
自
己
が
上
位
で
あ
り
彼
等
が
下
厨
で
あ
る
よ
う
な
麟
存
の
阯
會
髄
制
を
維
持
し
、
存
志
せ
し
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ

　
　
に
、
そ
の
存
在
の
理
・
田
を
持
っ
て
い
る
。
移
富
者
に
よ
る
被
差
別
的
な
講
貰
年
の
例
を
、
我
々
は
北
陸
地
方
の
薫
る
漁
村
の
○
○
講
に
見

　
　
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
講
員
は
遠
い
昔
に
、
漁
村
に
漂
着
し
た
も
の
の
子
孫
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
今
次
養
毛
洋
職
孚
の
勃
嚢
頃

　
　
ま
で
、
被
差
別
的
な
講
集
囲
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
此
の
種
の
講
集
團
に
就
い
て
は
、
そ
の
い
わ
ば
フ
ォ
ー
マ
ル
な
外
見
的
な
行
事
の
内
容
や
、
講
集
圏
そ
の
も
の
の
内
部
の
組

　
　
織
や
構
造
を
、
如
何
に
綿
密
且
つ
銘
肝
的
に
知
悉
し
て
も
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
よ
う
な
、
そ
の
講
集
賑
の
も
っ
て
い
る
い
ず
れ

　
　
か
と
云
え
ば
表
面
に
叢
立
た
な
い
祇
會
的
性
格
の
一
側
面
を
為
落
す
な
ら
ば
、
我
々
は
や
は
り
此
の
種
の
講
集
團
を
誼
愈
學
的
に
正
し
く

　
　
研
究
し
て
い
る
と
は
云
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

七

　
以
上
き
わ
め
て
粗
雑
に
講
煮
麺
の
里
馬
的
性
格
を
、
霧
ω
o
o
猷
鼠
。
口
と
し
て
の
講
集
團
が
そ
の
基
膿
で
あ
る
o
o
鑓
ヨ
¢
凱
蔓
の
集
團
的

統
一
性
に
寂
し
て
、
ど
の
よ
う
な
就
會
的
影
響
を
輿
え
作
用
を
及
ぼ
す
か
と
云
う
観
黙
か
ら
、
考
察
し
た
。
も
と
よ
り
我
々
の
考
察
は
最

初
に
断
つ
た
よ
う
に
、
　
一
の
作
業
笹
蟹
と
し
て
、
或
い
は
講
話
團
研
究
の
一
の
坤
鋤
筥
Φ
◎
臨
濃
鼠
費
Φ
鄭
。
Φ
を
提
示
す
る
試
み
と
し
て
、
私



見
を
遠
べ
た
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
我
々
は
右
の
私
見
と
閥
擬
し
て
、
我
々
な
り
に
一
の
ω
◎
o
δ
δ
ひ
q
8
。
銚
槻
Φ
⇔
窪
鋒
。
臨
。
艮
霧
δ
拶
（
搾

H
ハ
■
窯
窪
§
“
ω
8
延
8
ぽ
。
蔓
き
伽
ω
8
邑
ω
R
ま
言
β
浮
鐸
℃
℃
．
。
。
く
。
一
。
。
¶
）
を
附
加
し
て
お
く
。

　
我
が
麟
の
村
落
に
お
け
る
生
活
の
共
同
は
、
講
麗
麗
の
調
査
研
究
を
通
じ
て
究
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
少
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
に

依
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
r
そ
れ
は
村
落
を
超
え
た
範
園
に
お
け
る
講
員
の
生
活
の
共
岡
と
、
村
落
の
縄
認
と
合
致
す
る
講
員
の
生
活
の

共
岡
と
、
そ
し
て
村
落
内
の
特
定
の
又
は
特
殊
な
範
幽
に
お
け
る
生
活
の
共
岡
と
云
う
如
く
、
　
一
見
等
し
く
村
落
民
の
生
活
の
共
同
で
あ

り
乍
ら
も
、
又
講
肉
膿
の
一
々
の
行
事
の
内
容
は
類
似
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
愚
婦
異
っ
た
黛
巳
①
掛
臨
8
　
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
雷
う
こ
と
を
十
分
注
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
砒
會
的
性
格
の
共
通
性
と
特
異
性
と
を
識
別
し
て
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
（
附
記
）
　
こ
の
小
論
ほ
一
九
五
熟
年
、
井
森
陸
軍
氏
の
女
都
響
科
學
研
路
費
に
よ
る
綜
合
研
究
「
北
陸
地
方
に
わ
け
る
講
融
の
調
査
研
究
」
に
筆
者
が
協

　
　
力
者
と
し
て
滲
加
し
て
得
た
研
究
成
果
の
一
部
分
で
あ
る
。
…
一
九
五
七
・
七
・
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
祁
大
學
丈
雌
部
〔
趾
禽
學
〕
助
教
授
）
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The　Social　Character　of　the　“　Kj　”　Association　in　Japan

by　Yoshisuke　lkeda

One　of　the　rnost　common　sociai　groups　in　our　rural　．amd　urban　comm－

ttnities　has　been　the　group　called　feb，　．such　as　fsehe，　Tanomoshileony，　”ima－

chileo一，　etc．　ln　aecordance　with　the　group　theory　of　Maclver，　leoww　may　be

regarded　as　a　sort　of　“assoclation”　which　has　many　social　fusictions，

such　as　reli9三〇us，㏄o簸。工nic，　recreat圭α薮a1，　etc．

　　The　aim　of　this　paper　is　to　clarify　the　social　ckaracter　of　these　feo－

ass㏄ciations　from　the　viewpo血t　o至sociologic磁gro“p血eory．　A　certain

aspect　of　their　social　character　may　be　gylasped　by　analysing　the　existing

forms　of　associa雌Qn血their　re正a£ionship　to　the　co職：numities　w趾ch　form

their　social　sabstrata．

　　From　such　a　viewpoint，　leo一　may　be　divided　into　the　following　tlrree

types：

　　1）　One　in　which　the　extent　of　a　leo一’s　rnerabership　2s　identical　with

　　　　　that　of　the　area　occupied　by　the　coinmunity．

　　2）　One　in　which　a　leo一’s　membership　covers　a　wider　area　tlvan　that

　　　　　of　the　community．

　　3）　One　in　which　a　leo一　is　a　sttbgroup　within　the　community．

　　Con’esponding　to　these　three　types，　the　foliowing　thyee　points　may

serve　as　a　fvame　of　reference　determiiiing　explicitly　the　correlation

between　the　leo　and　the　social　unity　of　the　community　in　which　it　exists　：

）1

）2

）3

A　leo一　associati，on　whose　extent　is　identical　with　that　of　the　com－

rnunlty　may　have　a　tendency　to　maintain　or　proinote　the　social

unity　of　the　community．

A　leo一　association　whose　extent　is　larger　than　that　of　the　com－

munity　is　likely　to　weaken　the　community　cobesion．

A　leo一　association　which　forms　a　subgroup　withri　the　community

may　be　able　either　to　promote　or　weaken　its　social　unity，　bnt　it

may　also　have　the　functlon　of　preseiTving　the　gtveiz　structure　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
the　social　system　of　the　coi　nniunity．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



　　The　w疲er　has　examined　and　veエ茄ed　these　three　theoretica111ypoth－

eses　by　the　results　obtained　from　lafls　own　field　survey　recent1y　under－

taken　in　certain　rural　communities　of　the　Hokurikzi　dist・ricts　along　the

Japan　Sea　coast　of　the　central　Honshu．

　　：‘lnclian　Thought　Viewed　From　a　Western　Standpoint

　　　　　　　　　　　－a　study　in　comparative　raethod－

　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Swami　Agehananda　Bhaerati

　　By　‘　western　standpoint　’　the　attthor　rneans　the　abitude　toward　lnclian

theught　that　wGuld　be　taken　by　ehe　ptirdosophers　of　modeirn　analytical

thought　as　is　prevalent　today　in　all　Anglo－Saxon　countries，　and　frequent

in　continental　qountries　o£　Eurepe．　This　article　consists　of　three　lectures　；

iR　the　first　two　lectures　he　uies　to　sbow　what　a　westem　thinker　wouid

have　to　f血d　fault　w三嵐血Indi孤phil〈）sGphy，　a．nd　i難the　last，　what　he

would　have　to　1eani　and　a（imire，　were　he　actively　engaged　in　such

ex面。　pursu辻．

　　1）　The　westeni　philosopher’s　criticism　is　clirected　chiefiy　against　the

usage　of　the　word　‘philosolky’　for　IRdian　speculation；　he　would　admit

terms　like　theology，　mysticism，　and　metaphysics－especially　if　he　holds

w三th　so　man　r　工n〈）dem　thi愈ers　that　皿etaphysics　三s簸。宅phi1（＞s◎phy　in

the　academica1　sense　any　longer．　The　author　furtlier　turns　agains£　the

coエnmQn　In．dian　contention　that　India’s　spiritualism．　stands◎ver　against

westeirn　materiarism；　further，　he　feels　that　the　basic　difference　in　the

respective　approaches　te　philosophic　problems　is　ehat　the　West　has

been　or　is，　predominantly　critical，　whereas　1ndia　is　predominantiy

・enthusiastic．

　　2）　A　semantic　and　lingulstic　analysis　of　the　most　freqttent　terms

and　concepts　used　in　lnClian　thought　is　reaBy　the　need　of　the　day，　pay－

ticularly　as　it　has　not　been　attempted　at　all　for　lndian　thottght，　least

oS　ali　by　an　lndian　scholar．　The　bas2c　error－the　en’or　irom　which

Plato　aiid　AristQtle　suffered　exactly　as　much　as　tlae　lndian　seers－was

the　notion　that　grammatical　rules　are　logical，　and　that　legical　truth

foliows　from　ceXect　grammar．　This　is　wr’ong，　for　language　is　a　natura1
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